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【Chapter V】Chapter IIIで円磨されにくい傾向が得られた細かい粒子（径 0.5～2 mm）
の円磨度の飽和について，海浜を含めて天竜川下流～遠州灘海岸を対象に検証した．細か
い粒子の円磨度も海浜では飽和状態に近づいていることを確認し，チャートおよび頁岩に
ついて具体的な飽和状態の円磨度の値を見積もった．また，頁岩の砂粒子の円磨度が一旦
低下する河口付近の礫浜では，礫同士の衝突によって新たな頁岩粒子が生産されていると
解釈した．  
以上に示したように，本研究では，これまでに実験などを経て一般に受け入れられてい
る砕屑物の破砕・円磨に関するいくつかの概念（粗い粒子ほど早く円磨される，河川より
海浜で砂粒子の円磨が進行する，など）について，実際の水流条件や底質の粒度・岩種組
成によって変化が生じ得ることを明らかにした． 
